






 

研究目的 

胎児新生児の副腎皮質におけるステロイド主合成の特徴の一つは,16α

-hydroxylating enzyme 活性が高く,そのため 16α-hydroxylated-sannkaku △

5-steroid 例えば 16α-hydroxy-dehydroepiandrosterone(16α-OH-DHA),16α

-hydroxy-pregnenolone(16 α -OH- △ 5P) あ る い は 16 α

-hydroxy-progesterone(16α-OH-△4p)などの産生が旺盛となることである。ま

た比較的未熟であるとされる glucocorticoid,mimeralocorticoid の生成能も,

満期産児における cortiso1(F),aldosterone(ald)産生率が体表面積あたりで

換算すると,成人のそれに比べてむしろ大きいとされている。 


